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私たちは

この倫理行動規範を実践することを約束します。

日常の活動の中で

判断に迷うことがあれば「コンプライアンス最優先」

で対応してください。

私たち全員が一丸となり

社会から信頼され、模範となる会社にしていきましょう。

2018年1月
ヤマハ発動機株式会社
代表取締役社長
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当社はコンプライアンスを「法規範、社内規範、社会規範を理解し、
遵守すること」と定義しています。倫理行動規範は社訓、企業理念を基に
内部統制基本方針とCSR基本方針を受け、私たちが日々の活動の中で
遵守すべき行動基準を、コンプライアンスの観点から表したものです。

倫 理 行 動 規 範

倫理行動規範の位置づけ
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Ⅰ.	目的
倫理行動規範は、私たちが日々の活動で遵守すべき行動基準を、
コンプライアンスの観点から表したものです。日常の様々な場面に
おいて、常にこの倫理行動規範に沿った行動をとることで、社会
から信頼され、模範となる会社の実現を目指します。

Ⅱ.	適用範囲
倫理行動規範は、ヤマハ発動機グループの役員、社員（契約社員、
嘱託社員、パート社員等を含みます）、及び派遣社員に適用され
ます。（以下「私たち」あるいは「役職員」とします）

Ⅲ.	遵守義務
a.	 役職員は、倫理行動規範を遵守する義務を負います。

b.	 各組織の長は、その管下の社員に対し、この倫理行動規範
を周知徹底する責務を負います。

c.	 倫理行動規範の違反が社員にある場合は、就業規則の懲戒
規程により処分を受けることがあります。また、違反が
派遣社員にある場合は、派遣元に改善を求め、これにより
処分を受けることがあります。

Ⅳ.	報告
倫理行動規範に違反する事実があると思われるときは、原則と
して上司に報告してください。但し、上司に報告することが
適当でないと判断されるときは、職制とは異なる各社の相談	
窓口に直接、報告してください。各部門の長は、管下の役職員に	
倫理行動規範に違反する事実があると思われるときは、直ちに
調査し、その結果を各社のコンプライアンス担当部門に報告	
してください。

第1 章	 総則
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Ⅰ.	公正な取引
私たちは、製品やサービス、情報の提供などに関して、競争	
相手やお取引先、行政機関などに対して公正な業務を行います。

1	.	 独占禁止法・競争法、及び関係法令の遵守
私たちは、国内外において適用される独占禁止法・競争法など、公正な	
競争を確保するための法令を遵守し、不当・不正な手段による利益追求を
排除し、公正な事業活動を行います。

2	.	 お取引先への対応
私たちは、お取引先との円滑なコミュニケーションを形成し、相互の信頼
関係を確立します。また、代金支払いの遅延、不当な代金減額、当社製品
の購入強制などはせず、各国法令に則り、公平・公正な取引を行います。

3	.	 適正な届出・報告
私たちは、定められている行政機関・業界団体等への報告と届出に関し、
これを怠ったり、虚偽の報告をせず、適正に行います。

第2 章	 公正・誠実な業務の遂行
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Ⅱ.	適正な輸出入手続きと安全保障貿易管理の徹底
私たちは、輸出入手続きを適正に行います。また、国際的な
平和と安全を維持するために安全保障貿易管理の徹底を推進
します。

1	.	 輸出入関連法令等の遵守
私たちは、各国、各地域における輸出入関連法令や国際条約等の趣旨を	
理解し、遵守します。

2	.	 安全保障貿易管理の徹底
私たちは、国際的な枠組みに沿った安全保障貿易に関する手続きにより、
確実な管理を実施します。
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Ⅲ.	利益提供の制限
私たちは、公務員、政治家、株主等への贈答・献金などに
ついて、関連法令等を遵守し適切に対応します。

1	.	 公務員に対する贈答・接待
私たちは、利害関係のある国内外の公務員に対して贈答・接待等は行い
ません。また、利害関係のない場合においても、公務員との関係を常に
透明で健全なものとします。

2	.	 政治献金
私たちは、関連法令等を逸脱した政治献金は行いません。

3	.	 株主への対応
私たちは、株主との関係を常に透明で健全なものとし、株主の権利行使に
関し、贈答・接待・その他の経済的な利益の供与は行いません。

4.反社会的勢力への対応
私たちは、暴力団等、反社会的勢力との一切の関係を遮断し、利益供与は
行いません。また、テロ資金の温床となる商取引に関与しません。

Ⅳ.	会計・税務関連法規の遵守
私たちは、会計・税務関連法規などに基づき、適正な会計・税務
処理を行います。粉飾・隠ぺいといった不適切な処理は行いません。
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Ⅴ.	職場環境の整備
私たちは、安心して快適に働ける労働環境を作るため、労働	
関係法令や社内規程を遵守し、職場環境の改善及び安全衛生	
活動・健康増進活動を推進します。

1	.	 安全な職場環境
私たちは、常に整理整頓を心掛け、安全衛生ルールを守り、災害防止や	
作業環境の改善に努めます。

2	.	 適正な労働時間
私たちは、適正な労働時間管理を行うとともに、過重労働がない労働環境
を整備し、ワークライフバランスの実現を目指します。

Ⅵ.	知的財産の尊重
私たちは、第三者の知的財産権を尊重すると共に、自社の知的
財産は重要な会社資産であることを認識し、その創造、保護、
積極的活用に努めます。
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Ⅰ.	贈答・接待の制限
私たちは、お客さま、お取引先などに対し、社会常識や節度を
逸脱するような贈答・接待等は行いません。また、役職員間の
贈答・接待は行いません。

1	.	 お客さま、お取引先、その他業務関係先との間
私たちは、必要のない贈答・接待等は行いません。必要な場合も社会常識
を逸脱するような行為は行いません。また、相手方に贈答・接待等を強要
しません。

2	.	 役職員間
私たちは、虚礼廃止の観点から社内および関係会社の役職員との間の	
贈答・接待等は行いません。

第3 章	 職場における規律
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Ⅱ.	会社の利益を損なう行為の禁止
私たちは、個人的な利益のために、会社の利益を損なう行為は
行いません。

1	.	 私生活における法令の遵守
私たちは、私生活においても、違法行為、反社会的行為など会社の信用・	
イメージその他会社の利益を損なう行為は行いません。特に、当社は輸送用	
機器のメーカーであることから、他の模範となるような交通マナーを	
心がけます。

2	.	 社外活動
私たちは、業務外の社外活動に参加するとき、それが当社の意見や行動と
誤解されるような言動は行いません。

3	.	 職場での政治、宗教勧誘等の禁止
私たちは、会社の許可なく、会社敷地内において、あるいは会社の施設・
設備・機器を利用して、個人的な政治、思想、宗教上の勧誘や営業行為は
行いません。
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Ⅲ.	会社財産
私たちは、会社の財産が事業運営のためのものであることを	
認識し、その使用及び管理を適正に行います。

1	.	 不正使用の禁止
私たちは、会社の財産の不正使用、私的使用は行いません。

2	.	 社外持ち出しの制限
私たちは、会社の財産を許可なく社外に持ち出しません。
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Ⅳ.	会社情報
私たちは、会社情報の重要性を十分に認識し関連法令等を遵守	
して厳正に管理することで、情報の漏えい、不正利用、誤り、	
改ざん、紛失などの防止に努めます。また、他社情報についても	
厳正に管理します。

1	.	 機密情報の取扱い
私たちは、機密情報について、必要な漏洩防止対策を実施し、厳正に管理
します。

2	.	 インサイダー取引の禁止
私たちは、業務上知り得た未公開の重要な情報を適切に管理し、これを	
利用した株式等の売買は行いません。

3	.	 個人情報の取扱い
私たちは、個人情報について、目的外利用や本人の同意のない第三者提供
は行わず、必要な個人情報保護対策を実施します。

4	.	 会社情報の開示
私たちは、会社情報を開示する場合は適時、適切で正確な情報開示のため、
必要な手続きを行います。

5	.	 重要な文書の取扱い
私たちは、法令などにより保管が求められている文書について、適切な	
文書管理手続きを実施するとともに、紛失や改ざんなどの防止に努めます。
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Ⅴ.	人権の尊重
私たちは、私たち一人ひとりが活き活きと働き、生活していく
ため、お互いを思いやり、人権を尊重します。

1	.	 基本的人権の尊重
私たちは、人種、国籍、思想、生活信条、身体、性格、親族等について、
誹謗中傷したり、相手の人格を否定するような言動はせず、基本的人権を
尊重します。

2	.	 ハラスメントの禁止
私たちは、男女を問わず、職場で、セクシュアルハラスメント（性的	
いやがらせ）に当たる発言、行為は行いません。
私たちは、職場における地位や人間関係など職場内の優位性を背景に、	
相手の人格、尊厳を継続的に侵害するような行為を行いません。
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倫理行動規範
2000年4月1日制定

2008年3月1日改正

2014年1月1日改正

発行：ヤマハ発動機株式会社

※本誌の無断転載・転用・複製を禁ずる。
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ヤマハ発動機株式会社
〒438-8501静岡県磐田市新貝2500

C O M P L I A N C E

倫 理 行 動 規 範




